


産地との連携

農業・食品産業の位置づけ

産地との連携事例

原材料の安定確保に向けた支援策

生産性向上

食品製造業の課題

生産性向上に向けた支援策

食品企業生産性向上フォーラムの紹介

目次

本日、御説明させていただくこと



産地との連携について











生産性向上について



○ 日本の食品製造業の課題

○労働集約型である
食品は不均一で柔らかく傷つきやすいため、
人手で扱わざるを得ない、検品や盛り付けなども人の目に頼っている。

○作業者にとって過酷な環境
低温/高温の環境、刃物を使用する危険な作業、単調な作業等が存在する。

○製造ラインの切り替えが多い
消費者嗜好の多様化に対応するため、少量多品目生産が必要。

労働人口減少が確実な社会において、中小・零細企業においても、人手に頼ってきた
工程を見直し、自動化を進めていくことが必要！

自動化により目指せること
○省人化 ○危険・きつい作業を減らして魅力向上 ○品質向上
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